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平成 30年 1月 12 日 

  外務省 

外務省所管 平成 29 年度補正予算（第 1 号）における「個別プロジェクトにイヤマークした任意拠出金」の成果目標一覧 

その他任意拠出金 

（主にコンセプト・ノートに基づく暫定版） 

（注意事項） 

① 現段階の成果目標は，暫定的に外務省限りで作成したため，今後，相手国政府または国際機関等からの最新の情勢等に基づいた要請により，内容に変更が生じる場合がある。 

② 追加予算額は「億円」単位とし，原則としてそれぞれ小数点第２位を四捨五入によっているため，端数において合計とは合致しないものがある。 

 

イヤマーク拠出金で補正

予算措置される案件名 
事業概要 

実施国際機関 
[追加予算額の総合計] 

成果目標 

（暫定版） 

国連平和維持活動局信託基

金拠出金 

①インド太平洋地域のＰＫ

Ｏ施設要員に対し，重機を使

った能力構築を支援すると

ともに，②国連が立ち上げる

医療訓練センターのシミュ

レーション訓練を支援する

ための拠出 

 

国際連合平和維持活動局  

［合計４５．０億円］ 

 

 

 

 

 

①インド太平洋地域内のＰＫＯミッション要員派遣国を対象として，施設要員に対する重機操作訓練を支援し，能力

向上を目指す。 

②ＰＫＯミッション派遣前の各国の医療関係者に対し，国連が立ち上げる医療訓練センターでのシミュレーション訓

練を支援し，医療分野の能力向上を図る。 

児童に対する暴力撲滅基金

拠出金 

児童に対する暴力撲滅基金

によるナイジェリア及びウ

ガンダにおける児童に対す

る人道支援 

児童に対する暴力撲滅基金 

[合計：６．５億円] 

紛争等により人道状況が悪化し，児童に対する保護が緊急的に必要とされているナイジェリア及びウガンダにおい

て，児童の性的搾取・暴力等からの保護に特化したプロジェクトへの拠出を実施。ナイジェリアにおいては，政府と

ボコ・ハラムとの戦闘が継続しており，北東部を中心に児童の保護が必要とされており，性的搾取・暴力等からの保

護を実施する。ウガンダにおいては，隣国である南スーダン等から流入した難民の児童の保護等を実施する。 

 

 

女性起業家資金イニシアテ

ィブ拠出金 

脆弱国や紛争の影響を受け

た国々を含む途上国の女性

の経済的自立及び社会･経済

参画を支援し，地域の治安回

復･維持，平和構築，復興に

資するような事業を実施す

るための拠出 

イスラム開発銀行 

[合計３５．２億円] 

イエメン，マリ，ソマリアという紛争の影響下にある国々の女性（女性起業家や女性が所有する中小企業を含む）の

能力開発や関係当局の能力向上を通じた環境整備によりその経済的自立を支援し，その経済･社会参画を促進するこ

とで，地域の貧困削減，経済の安定，地域住民の福祉の向上を実現し，治安の回復･維持，地域の復興を目指す。 

世界銀行 

[合計１９．８億円] 

脆弱国を含むアフリカ，中東，南アジアの最貧国において，女性（女性起業家や女性が所有する中小企業を含む）の

能力開発，関係当局の能力向上や法規制の改正支援を通じた環境整備等を通じて経済的自立を支援し，その経済･社

会参画を促進することで，貧困削減を実現し，地域住民の健康･福祉の改善，地域の復興・安定を目指す。 

平和的利用イニシアティブ

（PUI）拠出金 

国際原子力機関（IAEA）によ

る原子力の平和的利用促進

のための基金である PUI に

対する拠出 

国際原子力機関 

（ＩＡＥＡ） 

［合計３．６億円］ 

大規模自然災害及び感染症流行等の緊急事態における支援要請に素早く対応する体制を IAEA にて整備するための資

金を拠出することで，IAEA による原子力技術を活用した緊急対応能力（感染症検査装置等機材の緊急提供能力等）

を強化する。 

国連科学委員会拠出金 科学的・中立的な立場から放

射線の人・環境への影響等を

調査する UNSCEAR に対する

拠出 

国際連合科学委員会 

（ＵＮＳＣＥＡＲ） 

[合計０．７億円] 

国連科学委員会（UNSCEAR）が，科学的・中立的な立場から新たな科学的知見を踏まえ，福島第一原発事故の影響や

放射線被ばく等に関係する調査・分析を実施し，『2011 年東日本大震災後の原子力事故による放射線被ばくのレベル

と影響』（2014 年刊行）の改訂版を作成する。また，福島第一原発事故の影響や放射線被ばく等についての説明会等

を開催するなど，成果を広く一般に公表する。 
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イヤマーク拠出金で補正

予算措置される案件名 
事業概要 

実施国際機関 

[追加予算額の総合計] 

成果目標 

（暫定版） 

国連マルチパートナー信託

基金（ハイチのコレラ対策）

拠出金 

国連信託基金を通じ，ハイチ

におけるコレラ対策を支援

する。 

国際連合児童基金 

（ＵＮＩＣＥＦ） 

[合計１．１億円] 

ハイチにおけるコレラ感染を抑止し治療へのアクセスを向上させるための対策を加速化させるため、緊急対応チーム

の配置を維持・拡大し，コレラ感染疑い例に早期に対応することで，感染拡大を予防し，感染者数を減少させる。 
 

政府間開発機構（ＩＧＡＤ）

拠出金（南スーダン政治プロ

セス支援） 

南スーダンにおける衝突解

決合意の合意事項を実施に

移すための活動を支援 

政府間開発機構 

（ＩＧＡＤ） 

[合計３．９億円] 

ハイレベル再活性化フォーラム（次回会合は２０１８年２月予定）での決定事項を実施に移すための活動を支援（衝

突解決合意の合意事項（元反政府勢力要員の武装解除・動員解除・再統合／社会復帰（DDR），治安部門改革等）を実

施に移すための組織の活動に関する支援を想定。）することを通じ，自衛隊施設部隊撤収時に表明した方針を実現し，

かつ，TICAD プロセスを主導する立場から南スーダンにおける平和と安定を促進する。 

新規医療品市場開拓支援 顧みられない熱帯病，結核，

マラリアの医薬品研究開

発・展開支援 

グローバルヘルス技術振興

基金（ＧＨＩＴ）/ＵＮＤＰ 

［合計１８．０億円］ 

グローバルヘルス技術振興基金（ＧＨＩＴ）を通じ，我が国中小企業等による結核・マラリア・顧みられない熱帯病

といった途上国を中心に蔓延する疾病の臨床データや分析の収集，医薬品開発のノウハウの蓄積を加速させ，革新的

な新薬の開発を増加する。また国連開発計画（ＵＮＤＰ）による，途上国の薬事行政の強化支援（薬事制度調査，調

達・供給網整備構築，安全性モニター等）を通じて，我が国中小企業等による途上国医薬品市場への販路の形成，国

際競争力の向上を目指す。  

 

 


